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	タイトル
	1. 多面的機能を持つ集客施設が地域活性化に果たせる役割
－松阪農業公園ベルファームの地域連携と挑戦－

2. 六次化のためのHACCP（ハセップ）

	内容
	1. 大原興太郎氏

松阪農業公園ベルファームは、平成２年の伊勢自動車道松阪インター開通を機にエントランスゾーンとして松阪の活性化につながる施設構想から始まりました。農業と観光を核とし地域活性化施設の建築計画が持ち上がり、平成８年には、松阪「農と匠の里」推進計画が自治省（現総務省）のリーディングプロジェクトに指定されます。その後地域住民の参画を得ながら計画が進み、平成１６年４月に開園となりました。

園内に農場・庭園・広大な芝生広場、遊具施設、飲食・物販施設をあわせ持つ農業公園です。市民の憩い・安らぎの場及び来園者に食料の安全・安心に関する情報発信施設として公共公益性を有しながら、民間的経営感覚の柔軟な経営が求められています。

地域農業に基づいた将来世代の食のあり方を考える「食育」

地域の自然・生活環境を守り育てていく「緑育」

健やかで楽しく歳をとっていくことを学ぶ「健育」

この３つの提案を通して、地域の皆様に愛され、親しまれる農業公園にするため、様々な運営方針を考えています。自主事業（自己投資）として農業市場（直売所）の建設をはじめとした各種施設・公園のコンセプトを伝えるイベントや体験型教室も充実しています。地元農家さんの主要販売拠点となり、消費者からも大変評判が良いのですが、今後、入園者数を増やしていくためにも、農業の持続性と地域の活性化に向けて出来ることは何かを常に考えておられます。
鈴に由来する施設や場所が多い松阪市、ベルファームにも是非癒されに行きたいと思います。
2. 米虫節夫氏

HACCP（ハセップ）とは、危害要因分析と必須管理点管理方式のことで、食品工程の中では、微生物汚染などの危害が発生する恐れがあるため、この危害要因をあらかじめ分析・予測し、安全な製品を製造するために必要な重要管理点を設定して、そこを監視することにより、製品の安全を確保する衛生管理システムのことです。従来のHACCPは、加工・製造だけでしたが、今では原料購入から、加工・製造、製品検査、保管・搬出、流通に至るまでに拡大されています。

食品安全の最大問題は、食中毒の防止と微生物汚染対策です。微生物レベルの「清潔」という目標に向かって、人間力の育成のための「しつけ」を継続して行い、「整理」「整頓」「清掃」「洗浄」「殺菌」を確実に行うことがHACCPの基礎となる食品衛生７Sであり、食品の安全につながるわけです。「食品の製造過程の管理の高度化に関する臨時措置法」というHACCP支援法が時限立法として施行されています。施設整備に対して、融資面、税制面から支援する低金利融資事業に関する法律です。

今後、食品事故を無くすとともに企業の発展のために、すべての製造業・食品企業等がHACCPに取り組むことになると予想されます。米虫先生が顧問的立場で関わっている工場の様子のお話からも、現場の活性化にもつながっているということでした。

	文責
	篠田　泉


